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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処理原稿の描画体裁に基づいて体裁データを生成する体裁データ生成手段と、
　上記体裁データから処理原稿を分類するための分類情報を作成する分類情報作成手段と
、
　上記処理原稿のデータファイルをその分類情報とともに記憶部に保存する保存手段と、
　ユーザが所望する処理原稿の体裁情報が入力される入力部と、
　上記体裁情報を分類情報に変換し、該分類情報を出力する体裁情報変換手段と、
　この出力された分類情報に合致する処理原稿のデータファイルを、上記記憶部から検索
する検索手段とを備え、
　上記体裁データは、各描画体裁要素の描画総量であり、
　上記分類情報は、ユーザが処理原稿に対して記憶している描画体裁と各描画体裁要素の
描画総量の面積比との視覚効果による食い違いが調整されるように、各描画体裁要素の描
画総量の面積比に視覚効果に基づく重み付けを行ったものであることを特徴とする画像処
理装置。
【請求項２】
　上記描画体裁要素として、文字、網点および写真を含むことを特徴とする請求項１記載
の画像処理装置。
【請求項３】
　上記分類情報は、各描画体裁要素の描画総量の比を所定条件に従って丸めたものである
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ことを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項４】
　上記記憶部は、入力部からの体裁情報と分類情報とを対応づける変換テーブルを備え、
　上記体裁情報変換手段は、該変換テーブルを参照して、上記体裁情報を分類情報に変換
することを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項５】
　上記変換テーブルは、体裁情報毎に、丸められた各描画体裁要素の描画総量比をリスト
アップしたものであることを特徴とする請求項４記載の画像処理装置。
【請求項６】
　上記入力部は体裁情報を入力するためのグラフィック表示がなされたタッチパネルであ
ることを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項７】
　検索されたデータファイルを表示する表示部を備えることを特徴とする請求項１記載の
画像処理装置。
【請求項８】
　上記表示部から、所望のデータファイルを選択できることを特徴とする請求項７記載の
画像処理装置。
【請求項９】
　ユーザ識別手段をさらに備え、
　上記保存手段は、上記処理原稿のデータファイルを、上記ユーザ識別手段の識別結果と
ともに記憶部に保存し、かつ、上記検索手段は、上記ユーザ識別手段からの識別結果に基
づいてデータファイルの検索を行うことを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　上記入力部には処理形態情報を入力でき、
　上記保存手段は、上記処理原稿のデータファイルを、その処理形態とともに記憶部に保
存し、かつ、上記検索手段は、入力部からの上記処理形態情報に基づいてデータファイル
の検索を行うことを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　計時部をさらに備え、
　上記保存手段は、上記処理原稿のデータファイルを、計時部から得られる処理時刻とと
もに記憶部に保存し、かつ、上記検索手段は、上記処理時刻に基づいてデータファイルの
検索を行うことを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　上記入力部から処理時刻情報を入力できるとともにこの処理時刻情報に基づく時間検索
モードを選択することが可能であり、
　該時間検索モードでは、上記検索手段は、上記処理時刻情報に合致する処理原稿を上記
記憶部から検索することを特徴とする請求項１１記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の画像処理装置を備えたことを特徴とする画像形
成装置。
【請求項１４】
　処理原稿の描画体裁に基づいて体裁データを生成する体裁データ生成工程と、
　上記体裁データから処理原稿の分類情報を作成する分類情報作成工程と、
　上記処理原稿のデータファイルをその分類情報とともに記憶部に保存する保存工程と、
　ユーザが所望する処理原稿の体裁情報が入力される入力工程と、
　上記体裁情報を分類情報に変換し、これを出力する体裁情報変換工程と、
　この出力された分類情報に合致する処理原稿のデータファイルを、上記記憶部から検索
する検索工程とを含み、
　上記体裁データは、各描画体裁要素の描画総量であり、
　上記分類情報は、ユーザが処理原稿に対して記憶している描画体裁と各描画体裁要素の
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描画総量の面積比との視覚効果による食い違いが調整されるように、各描画体裁要素の描
画総量の面積比に視覚効果に基づく重み付けを行ったものであることを特徴とする処理原
稿検索方法。
【請求項１５】
　検索工程で検索されたデータファイルを表示する表示工程と、
　表示された上記データファイルからユーザ所望のデータファイルが選択される選択工程
とをさらに含むことを特徴とする請求項１４記載の処理原稿検索方法。
【請求項１６】
　体裁情報変換工程では、変換テーブルを参照することによって、体裁情報を分類情報に
変換することを特徴とする請求項１４記載の処理原稿検索方法。
【請求項１７】
　上記保存工程では上記処理原稿のデータファイルを処理時刻情報とともに保存し、
　上記選択工程でユーザ所望のデータファイルが選択できない場合に、
　上記処理時刻情報に合致する処理原稿を上記記憶部から検索する時間検索工程を行うこ
とを特徴とする請求項１５記載の処理原稿検索方法。
【請求項１８】
　コンピュータを請求項１から１２のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段として
機能させるための処理原稿検索プログラム。
【請求項１９】
　請求項１８記載の処理原稿検索プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録
媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置にて処理された原稿を検索するシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コピー機、プリンタ、スキャナ、ファックス、複合機等の画像処理装置において
、一度処理した原稿（処理原稿）をデータファイルとして記憶しておき、後にこれを再利
用する技術が提案されている。
【０００３】
　図１１は、従来の処理文書の検索方法（特許文献１参照）の手順を示すフロ－チャート
である。同図に示されるように、ユーザは、まず模範文書画像を作成する（ステップ２０
２）。ここでは、ユーザは、検索したい文書に類似する、文書タイプと本文形態と表題、
グラフィックおよび本文の配置形態とをユーザインターフェース画面の模範文書画像メニ
ューより選択する。この模範文書画面メニューとして、文書タイプには、ニュースペーパ
ーと、文字と、ビジネスレターと、ジャーナル／マガジンと、カタログ／パンフレットと
、手書とがある。また、本文形態のメニューとして、本文の段組数が１～３の形態がある
。また、表題、グラフィックおよび本文の配置形態として、本文およびグラフィックの上
に本文がある形態と、本文の上に表題がある形態と、グラフィックの上に表題がある形態
とがある。
【０００４】
　ついで、ステップ２０２で作成された模範文書画像の画像特徴情報が算出され（ステッ
プ２０４）、この算出された画像特徴情報に基づいて（画像特徴情報をキーとして）、模
範文書画像に類似する文書を処理原稿のデータベースから検索する（ステップ２０６）。
ここで、模範文書画像と検索対象の画像（処理原稿の画像）との類似性判断には、各画像
のテクスチャの解析結果を用いる。すなわち、画像特徴情報として各画像の特徴ベクトル
を抽出し、該特徴ベクトルに距離基準（例えば、ユークリッド距離基準）を適用すること
によって各画像間の類似度を求める。この特徴ベクトルは８０成分からなり、最初の２０
成分は画像における連結成分のサイズのヒストグラムに基づいて作成され、２番目の２０
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成分は文書中の重要点を測定することによって作成され、３番目の２０成分は連結成分の
垂直射影ヒストグラムから作成され、最後の２０成分は、文書を２０個のセルに分割し、
各セル内の連結成分の総数を求めることによって作成される。なお、この類似判断には、
各画像のテクスチャの解析結果（テクスチャデータ）に加え、光学的文字認識（ＯＣＲ）
の結果（文字データ）を組み合わせることも可能である。
【０００５】
　検索が完了すると、検索結果である類似文書画像が表示される（ステップ２０８）。こ
こで表示される文書画像は、模範文書画像に最も類似する１つの文書、あるいは複数の類
似文書を含むクラスタアイコンである。ステップ２０８において検索された文書が所望の
処理文書でない場合には、表示された文書画像あるいはクラスタアイコン中の任意の文書
を新たな模範文書画像に指定してステップ２０６に戻り、再検索を行うことができる。
【特許文献１】特開平９－２３７２８２号公報（公開日：平成９年９月９日）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記した従来の検索方法では、ユーザは、模範文書を作成しなければな
らず面倒である。特に、検索したい処理文書が模範文書化しづらい（ユーザインターフェ
ース画面でのメニュー選択が適切に行えない）場合、ユーザは、検索自体を諦めるか、あ
るいは文書検索を何度も繰り返すことを余儀なくされる。
【０００７】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、処理原稿を簡易に検索
し、これを再利用できる画像処理装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の画像処理装置は、上記課題を解決するために、処理原稿の描画体裁に基づいて
体裁データを生成する体裁データ生成手段と、上記体裁データから処理原稿を分類するた
めの分類情報を作成する分類情報作成手段と、上記処理原稿のデータファイルをその分類
情報とともに記憶部に保存する保存手段と、ユーザが所望する処理原稿の体裁情報が入力
される入力部と、上記体裁情報を分類情報に変換し、該分類情報を出力する体裁情報変換
手段と、この出力された分類情報に合致する処理原稿のデータファイルを、上記記憶部か
ら検索する検索手段とを備えたことを特徴としている。
【０００９】
　上記構成によれば、体裁データ生成手段は、処理原稿の描画体裁に基づく体裁データを
生成する。ここで、処理原稿の描画体裁とは、例えば、文字（テキスト）がほとんどで写
真や絵図がないとか、表やグラフが多く含まれているといった、処理原稿の描画形状や描
画状態をいう。
【００１０】
　また、分類情報作成手段は、上記体裁データから処理原稿の分類情報を作成する。この
分類情報は、処理原稿をその描画体裁によって分類するための情報である。また、保存手
段は、処理原稿のデータファイルをその分類情報とともに記憶部に保存する。
【００１１】
　また、入力部からは、ユーザが所望する処理原稿の体裁情報が入力される。この体裁情
報は、例えば、文字（テキスト）がほとんどで写真やイメージがないといった、処理原稿
に対してユーザが有する描画体裁の大まかな記憶（処理原稿の体裁に関するユーザのイメ
ージ）である。
【００１２】
　また、体裁情報変換手段は、上記体裁情報を分類情報に変換し、該分類情報を出力する
。これにより、処理原稿に対してユーザが有する描画体裁の記憶が、描画体裁によって処
理原稿を分類するための情報に変換される。
【００１３】
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　また、検索手段は、体裁情報変換手段からの分類情報に合致する処理原稿のデータファ
イルを、上記記憶部から検索する。これにより、ユーザが所望する処理原稿のデータファ
イルをピックアップすることができる。
【００１４】
　このように、本画像処理装置によれば、ユーザは、処理原稿に対して有する描画体裁の
大まかな記憶を入力するだけで、所望の処理原稿のデータファイルをピックアップするこ
とができる。したがって、模範文書を作成して、これをもとに処理原稿を検索する従来の
検索システムに比較して、簡易かつ迅速に処理原稿の検索を行うことができる。
【００１５】
　また、上記体裁データは、各描画体裁要素（例えば、文字、網点あるいは写真）の描画
総量（総画素数あるいは描画面積）であることが好ましい。当該構成によれば、画像処理
過程で行われる領域分離処理（各画素の属する領域を解析する処理）の結果を用いて、容
易に体裁データを生成することができる。この結果、処理原稿検索による装置（ＣＰＵや
ＤＳＰ等）への負荷を低減することができる。
【００１６】
　また、本発明においては、上記描画体裁要素として、文字、網点および写真を含むこと
が好ましい。通常、原稿はテキストや写真／絵図で構成されることが多いため、文字、網
点および写真を上記描画体裁要素とすることで、より精度の良い検索を行うことができる
。なお、上記描画体裁要素として、さらに罫線を含めても構わない。この場合、表／グラ
フを含む原稿を精度良く検索することができる。
【００１７】
　上記分類情報は、上記各描画体裁要素の描画総量の比を所定条件に従って丸めたもので
あることが好ましい。各描画体裁要素の描画総量の比を丸める（例えば、各描画体裁要素
の描画総量の概算を求め、０～所定の整数までの整数で表される整数比に概算処理する）
ことで、描画総量の比をそのまま分類情報にする場合に比較して、記憶部に記憶する容量
を少なくすることができる。また、迅速な検索も可能となる。
【００１８】
　また、上記分類情報は、上記各描画体裁要素の描画総量の比に視覚効果に基づく重み付
けを行ったものであることを特徴としている。ユーザが処理原稿に対して記憶している描
画体裁と、各描画体裁要素の描画総量の比とは、視覚効果（目の錯覚等）によって食い違
う場合がある。当該構成によれば、この両者の食い違いを調整することができるため、よ
り精度の高い検索が可能となる。なお、上記各描画体裁要素の描画総量比に対して視覚効
果に基づく重み付けを行い、さらにこれを丸めて上記分類情報とすることもできる。
【００１９】
　また、上記記憶部は、入力部からの体裁情報と分類情報とを対応づける変換テーブルを
備え、上記体裁情報変換手段は、該変換テーブルを参照して、上記体裁情報を分類情報に
変換することが好ましい。当該構成によれば、変換テーブルの参照だけで体裁情報を分類
情報に変換できる。この結果、処理原稿検索時の装置への負担を低減できるとともに、迅
速な検索も可能となる。この変換テーブルの一具体例として、体裁情報毎に、丸められた
各描画体裁要素の描画総量比をリストアップしたものものを挙げることができる。
【００２０】
　また、上記入力部は体裁情報を入力するためのグラフィック表示がなされたタッチパネ
ルであることが好ましい。当該構成によれば、ユーザは、体裁情報（記憶にある処理原稿
の体裁）を、視覚的判断に基づいて入力部に入力することができる。これにより検索時の
ユーザ負担を低減することができ、検索の簡易化を実現できる。
【００２１】
　また、検索されたデータファイルを表示する表示部を備えることが好ましい。当該構成
によれば、ユーザは、検索されたデータファイルが所望のものであるかを表示部にて確認
でき、便利である。
【００２２】
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　また、本発明においては、上記表示部から、所望のデータファイルを選択できることが
好ましい。上記構成によれば、検索されたデータファイルが複数の場合に、ユーザは各デ
ータファイルを確認しながら所望のデータファイルを選択することができ、便利である。
【００２３】
　また、ユーザ識別手段をさらに備え、上記保存手段は、上記処理原稿のデータファイル
を、上記ユーザ識別手段の識別結果とともに記憶部に保存し、かつ、上記検索手段は、上
記ユーザ識別手段からの識別結果に基づいてデータファイルの検索を行うことが好ましい
。
ユーザ識別手段としては、パスワード入力、ＩＣカード読み取り、指紋認証等が挙げられ
る。
【００２４】
　当該構成によれば、不正に処理原稿を検索するといったことを防止できるとともに、候
補となるデータファイルを落とすことなく検索結果を絞ることができる。これにより、簡
易かつ迅速な検索が可能となる。
【００２５】
　上記入力部には処理形態情報を入力でき、上記保存手段は、上記処理原稿のデータファ
イルを、その処理形態とともに記憶部に保存し、かつ、上記検索手段は、入力部からの上
記処理形態情報に基づいてデータファイルの検索を行うことが好ましい。ユーザは、所望
原稿の処理形態（コピー、スキャン、プリント）を覚えていることが多いため、これを用
いて検索することでより簡易かつ迅速な検索が可能となる。
【００２６】
　計時部をさらに備え、上記保存手段は、上記処理原稿のデータファイルを処理時刻とと
もに記憶部に保存し、かつ、上記検索手段は、上記処理時刻に基づいてデータファイルの
検索を行うことが好ましい。当該構成によれば、例えば、検索された複数のデータファイ
ルを最近（例えば、１週間以内）処理されたものに絞るといったことが可能になり、便利
である。
【００２７】
　また、上記入力部から処理時刻情報を入力できるとともにこの処理時刻情報に基づく時
間検索モードを選択することが可能であり、該時間検索モードでは、上記検索手段は、上
記処理時刻情報に合致する処理原稿を上記記憶部から検索することが好ましい。
【００２８】
　上記構成によれば、ユーザが処理原稿の描画体裁をあまり覚えていないが、その処理時
刻は覚えているといった場合に、その処理時刻に基づいてデータファイルの検索ができ、
便利である。
【００２９】
　また、本発明の画像形成装置は、上記画像処理装置を備えたことを特徴としている。
【００３０】
　また、本発明の処理原稿検索方法は、処理原稿の描画体裁に基づいて体裁データを生成
する体裁データ生成工程と、上記体裁データから処理原稿の分類情報を作成する分類情報
作成工程と、上記処理原稿のデータファイルをその分類情報とともに記憶部に保存する保
存工程と、ユーザが所望する処理原稿の体裁情報が入力される入力工程と、上記体裁情報
を分類情報に変換し、これを出力する体裁情報変換工程と、この出力された分類情報に合
致する処理原稿のデータファイルを、上記記憶部から検索する検索工程とを含むことを特
徴とする。
【００３１】
　また、上記処理原稿検索方法においては、上記検索工程で検索されたデータファイルを
表示する表示工程と、表示された上記データファイルからユーザ所望のデータファイルが
選択される選択工程とをさらに含むことを特徴としている。
【００３２】
　また、上記体裁情報変換工程では、変換テーブルを参照することによって、体裁情報を
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分類情報に変換することを特徴とすることが好ましい。
【００３３】
　また、上記処理原稿検索方法においては、上記保存工程では上記処理原稿のデータファ
イルを処理時刻情報とともに保存し、上記選択工程でユーザ所望のデータファイルが選択
できない場合に、上記処理時刻情報に合致する処理原稿を上記記憶部から検索する時間検
索工程を行うことが好ましい。
【００３４】
　また、本発明の処理原稿検索プログラムは、上記各手段をコンピュータに実現させるこ
とを特徴としている。
【００３５】
　また、本発明の処理原稿検索プログラムは、上記処理原稿検索プログラムがコンピュー
タに読み取り可能に格納されていることを特徴としている。
【発明の効果】
【００３６】
　以上のように、本発明の画像処理装置によれば、ユーザは、処理原稿に対して有する描
画体裁の大まかな記憶を入力するだけで、所望の処理原稿のデータファイルをピックアッ
プすることができる。したがって、模範文書を作成して、これをもとに処理原稿を検索す
る従来の検索システムに比較して、簡易かつ迅速に処理原稿の検索を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　本発明の実施の一形態を図１～図１０に基づいて説明すれば以下のとおりである。
【００３８】
　本実施の形態に係る複合機１は、コピー機能およびプリンタ並びにスキャナ機能を有す
るマルチファンクションプリンタであり、一旦処理した原稿（処理原稿）を簡易に検索し
、これを再利用することが可能な構成となっている。
【００３９】
　図１は、複合機１の構成を示すブロック図である。同図に示されるように、本複合機１
（画像形成装置）は、画像入力部２と、制御部３と、ユーザインターフェース４（入力部
）と、表示部５と、記憶部６と、計時部７と、画像形成部８とを備える。
【００４０】
　制御部３は、画像処理部９と、画像形成制御部２５と、体裁データ生成部２１（体裁デ
ータ生成手段）と、分類情報生成部２２（分類情報生成手段）と、データファイル保存処
理部２３（保存手段）と、ユーザ認識部２４（ユーザ識別手段）と、体裁情報変換部２９
（体裁情報変換手段）と、検索部２６（検索手段）と、検索結果処理部２８とを備える。
また、画像処理部９は、領域分離処理部３１を有するコピー処理部１０と、領域分離処理
部３３を有するスキャナ処理部１１と、ＰＤＬ解析部３５を有するプリンタ処理部１３と
を備えている。
【００４１】
　ユーザインターフェース４は、処理ユーザ情報入力部１９と検索条件入力部１１とを備
えており、該検索条件入力部１１は、体裁情報入力部１５と、検索ユーザ情報入力部１７
とを備える。
【００４２】
　上記各部を説明すれば以下のとおりである。
【００４３】
　画像入力部２は、例えばＣＣＤによって原稿を読み取り、その画像データ（アナログデ
ータ）を画像処理部９の、コピー処理部１０やスキャナ処理部１１に出力する。画像入力
部２で一度に読み取られた（原稿が複数枚のときは連続して読み取られた）原稿を以下処
理原稿と呼ぶ。
【００４４】
　ユーザインターフェース４は、例えば液晶タッチパネルで構成されており、ここからユ
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ーザの指示が入力される。
【００４５】
　ユーザインターフェース４の処理ユーザ情報入力部１９には、コピーあるいはスキャン
を行うユーザの情報が入力される。処理ユーザ情報入力部１９へ入力するユーザ情報は、
単なる氏名やユーザＩＤのようなものであっても良いし、パスワードあるいはＩＣカード
からの情報であっても構わない。また、より高いセキュリティが要求される場合には、生
体識別情報（指紋や虹彩等）のようなものが入力されても良い。
【００４６】
　ユーザインターフェース４の検索条件入力部１１には、ユーザが処理原稿を検索する場
合の各条件が入力される。すなわち、体裁情報入力部１５（入力部）には、ユーザが検索
したい処理原稿の体裁情報が入力される。ここでは、体裁情報として、テキスト部分、表
／グラフ部分およびピクチャー（写真・絵図等）部分の割合についてユーザが有するイメ
ージが入力される。処理原稿が複数枚（ページ）ある場合には、任意のページ（例えば、
トップページや特徴のあるページ）についての体裁情報が入力される。検索ユーザ情報入
力部１７には、検索を行うユーザの情報が入力される。ここでも、検索ユーザ情報入力部
１７へ入力するユーザ情報は、単なる氏名やユーザＩＤのようなものであっても良いし、
より高いセキュリティが要求される場合には、生体識別情報（指紋や虹彩等）のようなも
のであっても良い。
【００４７】
　表示部５は、検索結果処理部２８の制御によって検索された原稿（複数の原稿候補）を
表示する。なお、この表示部５はユーザインターフェース４（例えば、液晶タッチパネル
）と共用であっても構わない。記憶部６は、処理原稿のデータファイルを、分類情報やユ
ーザ情報等とともに記憶する。計時部７はデータファイル保存処理部２３からの要求に従
い、原稿処理時刻を提供する。また、画像形成部８は、画像形成制御部２５の制御によっ
てプリント動作やコピー動作（画像形成）を行う。
【００４８】
　制御部３は、画像入力部２やユーザインターフェース４からの入力を受けて、処理原稿
のデータファイルを記憶部６に保存し、処理原稿の再利用の際には、該記憶部６よりユー
ザ所望のデータファイルを検索し、その検索結果を表示部５に表示させる。また、制御部
３は、検索後にユーザが指定したデータファイルをプリントあるいはコンピュータ４０へ
送信する。この制御部３の各部の機能は、プログラムをコンピュータに実行させる（例え
ば、ＣＰＵなどの演算手段がＲＯＭやＲＡＭなどの記録媒体に格納されたプログラムコー
ドを実行する）ことによって実現させることも可能であるし、ハードウェアによって実現
させることも可能である。
【００４９】
　画像処理部９は、画像入力部２から入力された入力データ（スキャン入力データ・コピ
ー入力データ）の処理を行い、処理原稿の描画体裁情報を体裁データ生成部２１へ出力す
る。この描画体裁情報とは、各画素が属する描画体裁要素（文字、罫線、網点、写真等）
の情報である。また、画像処理部９は、処理原稿（コピー原稿、スキャン原稿）のデータ
ファイルをデータファイル保存処理部２３に出力する。
【００５０】
　コピー処理部１０は、画像入力部２からのコピー入力データ（アナログ）に、順に、Ａ
Ｄ変換、シェーディング処理、入力階調補正処理、色補正処理、フィルタ処理および中間
調処理を施し、これら処理が施されたデータを画像形成制御部２５に出力する。さらに、
コピー処理部１０の領域分離処理部３１は、入力階調補正処理後のデータに領域分離処理
を施すことで描画体裁情報を生成し、該描画体裁情報を体裁データ生成部２１へ出力する
。また、コピー処理部１０は、入力階調補正処理後のデータをデータファイルとしてデー
タファイル保存処理部２３に出力する。
【００５１】
　スキャナ処理部１２は、画像入力部２からのスキャン入力データ（アナログ）に、順に
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、ＡＤ変換、シェーディング処理、入力階調補正処理および色補正処理を施し、これら処
理が施されたデータを（ホスト）コンピュータ４０に出力する。さらに、スキャナ処理部
１２の領域分離処理部３３は、入力階調補正処理後のデータに領域分離処理を施すことで
描画体裁情報を生成し、該描画体裁情報を体裁データ生成部２１へ出力する。
【００５２】
　プリンタ処理部１３は、コンピュータ４０から送信されたデータにＰＤＬ変換を施し、
変換後のデータを画像形成制御部２５に出力する。さらに、プリンタ処理部１３のＰＤＬ
解析部３５は、コンピュータ４０から送信されたデータにＰＤＬ解析を施すことによって
描画体裁情報を生成し、該描画体裁情報を体裁データ生成部２１へ出力する。
【００５３】
　体裁データ生成部２１は、画像処理部９から出力された描画体裁情報（各画素が属する
描画体裁要素）に基づいて、体裁データを生成する。この体裁データは、各描画体裁要素
（文字、罫線、網点／写真）の描画総量（面積あるいは画素総数）である。ここで、網点
／写真との表現は、網点あるいは写真を意味する（以下同様）。
【００５４】
　分類情報生成部２２は、体裁データ生成部２１から出力された体裁データ（各描画体裁
要素の面積）から、それらの比（各描画体裁要素の面積比）を求め、さらに、この各描画
体裁要素の面積比を所定の条件に従って丸め（例えば、上記面積比を１から１２までの整
数で表される比とする）、分類情報を作成する。分類情報を０～１２までの整数を用いた
比（６：１：１２や０：０：１２）で表した場合、分類情報の数は、最大で１３×１３×
１３＝２１９７通りになる。なお、分類情報生成部２２はこの作成した分類情報をデータ
ファイル保存処理部２３に出力する。なお、分類情報生成部２２は、上記各描画体裁要素
の面積比に視覚効果に基づく重み付けを行っても構わない。ユーザが処理原稿に対して記
憶している描画体裁と各描画体裁要素の描画総量の比とに視覚効果（目の錯覚等）による
ギャップがある場合には、このような重み付けを行うことで、両者の食い違いを調整する
ことができる。
【００５５】
　ユーザ認識部２４は、処理ユーザ情報入力部１９から入力されたユーザ情報からユーザ
を識別し、その識別結果（処理を行ったユーザ）をデータファイル保存処理部２３に出力
する。また、ユーザ認識部２４は、検索ユーザ情報入力部１７から入力されたユーザ情報
からユーザを識別し、識別結果（検索を行うユーザ）を検索部２６に出力する。
【００５６】
　データファイル保存処理部２３は、画像処理部９（コピー処理部１０・スキャナ処理部
１２・プリンタ処理部１３）から出力されたデータファイルに、分類情報生成部２２から
の分類情報と、ユーザ認識部２４からのユーザ情報と、計時部７からの処理時刻情報とを
付加し、これらの情報が付加されたデータファイルを記憶部６に保存する。ここでは、デ
ータファイル保存処理部２３が、データファイルを暗号化し、かつ圧縮して記憶部６に保
存することが好ましい。
【００５７】
　体裁情報変換部２９は、記憶部６に記憶された変換テーブルを参照して、体裁情報入力
部１５から入力された体裁情報（所望の処理原稿に対してユーザが有する、テキスト部分
、表／グラフ部分およびピクチャー部分の割合についてのイメージ）を分類情報（各描画
体裁要素の面積比を所定条件に従って丸めたもの）に変換し、この分類情報を検索部２６
に出力する。変換テーブルは各描画体裁要素の面積比を所定条件に従って丸めた分類情報
の組と、体裁情報とを対応付けるものである。この変換テーブルの一例を図７に示す。同
図に示されるように、例えば、体裁情報を「テキスト、表／グラフ、ピクチャーが均等」
、「テキストのみ」、「テキストが多い」、「テキストが少ない」、「テキストなし」、
「ピクチャーのみ」および「ピクチャー多い」の７種類とし、上記のように分類情報を０
～１２までの整数を用いた比で表すものとする場合（分類情報の数は最大で１３×１３×
１３＝２１９７通り）、変換テーブルは、各分類情報（最大で２１９７個）を７種類の体
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裁情報のどれかに対応付ける。すなわち、「テキスト、表／グラフ、ピクチャーが均等」
という体裁情報には、分類情報（４，４，４）、同（５，３，４）、同（３，５，４）、
同（５，４，３）・・・を割り当てる。また、「テキストのみ」という体裁情報には、分
類情報（１２，０，０）、同（１１，１，０）、同（１１，０，１）、同（１０，１，１
）・・・を割り当てる。なお、ここで記載した（ｘ，ｙ，ｚ）は、ｘ：ｙ：ｚ（ｘは文字
の描画面積であり、ｙは罫線の描画面積であり、ｚは写真の描画面積）を意味する（以下
同様）。このように、変換テーブルは、各体裁情報（上記の例では７種類）に対応する分
類情報をリストアップしたものといえる。
【００５８】
　検索部２６は、ユーザ認識部２４で認識されたユーザ（検索を行うユーザ）と同一のユ
ーザ（原稿処理を行ったユーザ）情報を有するとともに体裁情報変換部２９から入力され
た分類情報を有するデータファイルを記憶部６から検索し、その検索結果を候補データフ
ァイルとして検索結果処理部２８に出力する。ここでは、処理原稿の検索を行うユーザと
、当該処理原稿を処理したユーザとが同一であることを前提にしているが、これに限定さ
れない。セキュリティに問題がなければ、他人が処理した原稿を検索できるようにしても
構わない。また、候補データファイルが多数ある場合、検索部２６は、候補データファイ
ルの処理時刻情報に基づいて、最近（例えば、直近の一週間内）に処理が行われた候補デ
ータファイルを絞り込んだ上でこれを検索結果処理部２８へ出力する。
【００５９】
　検索結果処理部２８は、検索部２６から出力された１つもしくは複数の候補データファ
イルを、復号化し、かつ伸長した上で、表示部５に表示させる。表示の形式はサムネイル
形式とする。なお、１つの候補データファイルが複数のページで構成されている場合には
、トップページのみが表示される。もっとも、複数の候補データファイルが１つずつ表示
されるような形式であっても構わない。また、複数ページを含む１つの候補データファイ
ルが１ページづつ表示されるような形式であっても構わない。また、検索結果処理部２８
は、候補データファイルからユーザが選択したデータファイル（所望の処理原稿のデータ
ファイル）を画像形成制御部２５に出力する。
【００６０】
　画像形成制御部２５は、通常の処理時にコピー処理部１０やプリンタ処理部１３から入
力されるデータファイル、あるいは処理原稿検索後に検索結果処理部２８から入力される
データファイル（候補データファイルからユーザが選択したデータファイル）に基づいて
、画像形成部８の画像形成動作を制御する。
【００６１】
　なお、コピー処理部１０の領域分離処理部３１あるいはスキャナ処理部１２の領域分離
処理部３３における領域分離方法の一例をあげれば以下のとおりである。もっとも領域分
処理の方法は多種多様であり、領域分離処理部３１・３３における領域分離方法が下記の
方法に限定されないことはいうまでもない。
【００６２】
　まず、色成分ごとの入力データ中の注目画素と、該注目画素の近傍の画素とからなる特
定領域を決定する。そして、この特定領域内の画素の濃度平均値と、上記注目画素および
上記特定領域内で抽出された周辺画素との差分絶対値の総和である濃度差総和と、該注目
画素と同じ濃度値を有する該周辺画素の数である濃度一致画素数とを算出する。これによ
り、該注目画素の濃度値が極大値あるいは極小値であるか否かを判定する（極大・極小画
素算出工程）。
【００６３】
　ついで、上記極大・極小画素算出工程によって得られた、上記特定領域内で濃度値の極
大値あるいは極小値を有する注目画素から、上記濃度平均値に基づく基準値以上あるいは
基準値以下の濃度値を有する画素が、主走査方向あるいは副走査方向に連続する画素数の
最大値を求め、ランレングスとする。そして、該ランレングスをなす各画素と上記注目画
素との差分絶対値の総和である繁雑度とを算出する（極大・極小画素周辺情報検出工程）
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。
【００６４】
　ついで、極大・極小画素周辺情報検出工程で得られたランレングスおよび繁雑度から、
各色成分の画像データごとに、画素重み切換信号を抽出し、重みの割合をある領域内でカ
ウントすることによって、画像データの特徴量を抽出する（切換信号算出工程）。これに
より、注目画素が属している領域が、文字領域、網点領域、写真領域のいずれであるかを
判別する。
【００６５】
　また、色成分ごとの画像データ中の注目画素と、該注目画素の近傍の画素とからなる第
一エリア内の画素について、黒色の部分を検出する（色検出工程）。ついで、上記第一エ
リア内の画素について、黒色および黒色以外の色の画素数をそれぞれカウントする（カウ
ント工程）。ついで、該注目画素で色が急激に変化するか否かを検出する（エッジ判別工
程）。そして、上記の色検出工程、カウント工程、およびエッジ判別工程の出力結果に基
づいて、上記注目画素が黒文字領域と線画領域との何れに属しているかを検出する。
【００６６】
　以下に、本複合機１における処理原稿の保存・検索工程を図４（ａ）（ｂ）および図６
（ａ）（ｂ）を用いて説明する。
【００６７】
　図４（ａ）は、原稿処理時の原稿保存の各工程を示すフローチャートである。また、図
６（ａ）は、処理原稿の保存工程における特に注目すべき工程である。原稿処理にあたっ
て、ユーザはまず、処理ユーザ情報入力部１９よりユーザ情報（処理ユーザ情報）を入力
する（Ｓ２）。ついで、ユーザは原稿処理に移り、スキャナ処理、コピー処理およびプリ
ント処理のいずれかの処理を行う（Ｓ４）。
【００６８】
　スキャナ処理の場合、画像入力部２により原稿が読み取られ、該画像入力部２からスキ
ャナ処理部１２にスキャンデータ（アナログ）が入力される（Ｓ５）。ついで、スキャナ
処理部１２の領域分離処理部３１では、入力されたデータから、各画素が属する描画体裁
要素（文字、罫線、網点／写真）が認識される（領域分離処理、Ｓ６）。
【００６９】
　コピー処理の場合、画像入力部２により原稿が読み取られ、該画像入力部２からコピー
処理部１０にコピーデータ（アナログ）が入力される（Ｓ５）。ついで、コピー処理部１
０の領域分離処理部３３では、入力されたデータから、各画素が属する描画体裁要素（文
字、罫線、網点／写真）が認識される（領域分離処理、Ｓ６）。
【００７０】
　プリント処理の場合、例えば（ホスト）コンピュータ４０からプリンタ処理部１３にプ
リントデータが入力される（Ｓ７）。ついで、該プリンタ処理部１３のＰＤＬ解析部３５
では、入力されたデータから、各画素が属する描画体裁要素（文字、罫線、網点／写真）
が認識される（ＰＤＬ解析、Ｓ８）。
【００７１】
　次に、領域分離処理部３１・３３あるいはＰＤＬ解析部３５からの描画体裁情報（画素
毎の描画体裁要素）が体裁データ生成部２１へ送られる。そして、該体裁データ生成部２
１では、この描画体裁情報を用いて体裁データが生成される（Ｓ９、体裁データ生成工程
）。具体的には、描画体裁要素毎に該当する総画素数がカウントされ、これを用いて、体
裁データである、１枚の原稿における各描画体裁要素の面積（文字：罫線：網点／写真）
が計算される（図６（ａ）Ｓ４０）。ついで、分類情報生成部２２にて、各描画体裁要素
の面積比が算出される（図６（ａ）Ｓ４１）。この面積比は、該分類情報生成部２２にて
所定条件の下に丸められ（図６（ａ）Ｓ４２）、例えば、１～１２までの数字の比（１：
１：１２や１：０：６等）で表される分類情報に変換される（Ｓ１０、分類情報作成工程
）。
【００７２】
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　分類情報生成部２２で生成された分類情報は、データファイル保存処理部２３に送られ
、計時部７からの処理時刻情報とともに、該当するデータファイルに付加される。そして
、この分類情報および処理時刻情報を有するデータファイルは、記憶部６に保存される（
Ｓ１１、保存工程）。
【００７３】
　図４（ｂ）は、処理原稿を検索するときの各工程を示すフローチャートである。また、
図６（ｂ）は、処理原稿の検索工程における特に注目すべき工程である。検索処理にあた
って、ユーザは、まず検索ユーザ情報入力部１７から検索ユーザ情報を入力する（Ｓ１３
）。ついで、ユーザは体裁情報入力部１５より体裁情報を入力する（Ｓ１４、入力工程）
。
【００７４】
　図８（ａ）～（ｃ）および図９（ａ）（ｂ）は、本実施の形態における体裁情報入力部
１５（タッチパネル）の画面構成の一例である。図８（ａ）に示されるように、体裁情報
入力部１５の画面は、ユーザが有する所望原稿の体裁イメージ（体裁情報）が入力し易い
ように、各描画体裁要素（文字、罫線、網点／写真）の面積比がグラフィック表示されて
いる。すなわち、６角形の互いに隣り合わない３つの頂点Ａ，Ｂ，およびＣを、それぞれ
テキスト、ピクチャーおよび表／グラフに対応させ、ＡおよびＢに隣り合う頂点をＤ、Ａ
およびＣに隣り合う頂点をＥ、ＢおよびＣに隣り合う頂点をＦとする。Ａ近傍部分（図８
（ｂ）参照）は、テキストが多い原稿に対応する。また、Ｂ近傍部分（図９（ａ）参照）
は、ピクチャーが多い原稿に対応する。また、Ｃ近傍部分は、表／グラフが多い原稿に対
応する。また、６角形の中央付近Ｇは、テキスト（文字）、表／グラフおよびピクチャー
が大体均等に配された原稿に対応する（図８（ｃ）参照）。また、Ｄ近傍部分は、表／グ
ラフが少ない原稿に対応する。また、Ｅ近傍部分は、ピクチャーが少ない原稿に対応する
。また、Ｆ近傍部分は、テキストが少ない原稿に対応する（図９（ｂ）参照）。このよう
に、体裁情報入力部１５（タッチパネル）の画面は、各体裁情報に対応する７つの領域を
有することになる。なお、体裁条件入力部１５の画面構成は、図１０に示されるような、
テキスト、表／グラフ、ピクチャーが三角形の各頂点に対応するような構成であっても構
わない。さらに、上記説明では体裁情報の基準を「テキスト」、「表／グラフ」および「
ピクチャー」としているがこれに限定されない。体裁情報の基準を、例えば、「テキスト
」「ピクチャ」および「その他」と簡略化することも可能である。また、このような体裁
情報の基準の組み合わせを任意に変更できるようにしても良い。
【００７５】
　このようにグラフィック表示された体裁情報入力部１５（タッチパネル）から、ユーザ
は、自らが抱く処理原稿の体裁（体裁情報）を視覚的判断に基づいて入力する。例えば、
テキストが多い原稿であれば、ユーザはＡ付近をタッチする。テキスト（文字）、表／グ
ラフおよびピクチャーが大体均等に配された原稿であれば、ユーザは６角形の中央付近Ｇ
（図８（ｃ）参照）をタッチする（Ｓ１４）。
【００７６】
　ついで、入力された体裁情報は分類情報へ変換される。例えば、体裁情報としてＡ付近
に入力があった（テキストが多い原稿の）場合、図７の変換テーブルにしたがって、この
体裁情報は、（１２，０，０）、（１１，１，０）、（１１，０，１）、（１０，１，１
）・・・の分類情報に変換される（図６（ｂ）Ｓ４３参照）。また、体裁情報としてＧ付
近に入力があった（テキスト、表／グラフおよびピクチャーが大体均等に配された原稿）
場合、図７の変換テーブルにしたがって、この体裁情報は、（４，４，４）、（５，３，
４）、（３，５，４）、（５，４，３）・・・の分類情報に変換される（Ｓ１５、体裁情
報変換工程）。
【００７７】
　ついで、Ｓ１６では、Ｓ１５で得られた分類情報およびＳ１３で得られたユーザ情報を
有するデータファイルが記憶部６から検索される（図６（ｂ）のＳ４４参照、検索工程）
。検索されたデータファイルは、ユーザ所望の処理原稿の候補データファイルとして、表
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示部５に表示される（Ｓ１７、表示工程）。表示形式はサムネイルである。なお、候補フ
ァイルが複数あれば、これらを時系列に沿って表示する。ここで、所望の処理原稿（デー
タファイル）があれば、ユーザはこれを選択（タッチ）する（Ｓ１８、選択工程）。これ
により、当該処理原稿のプリントが行われる（Ｓ１９）。また、所望の処理原稿がなけれ
ば（Ｓ１８）、表示部５に記憶部６のデータファイルが、時系列に沿って新しいものから
順に一覧表示される（Ｓ２０）。
【００７８】
　なお、複合機１は、処理形態情報（スキャナ処理、コピー処理、あるいはプリント処理
）による絞込み検索を可能とする構成にしても良い。この場合、図２に示すように、検索
条件入力部２１１を、検索ユーザ情報入力部１７と、体裁情報入力部１５と、処理形態入
力部１８とを含むように構成する。ユーザは、この処理形態入力部１８から、処理形態情
報として、スキャナ処理、コピー処理、あるいはプリント処理のいずれかを入力する。こ
の処理形態情報は検索部２２６（図２参照）に入力される。検索部２２６は、体裁情報変
換部２９からの分類情報、処理ユーザ情報入力部１９からのユーザ情報、および処理形態
入力部１８からの処理形態情報を有するデータファイルを記憶部２０６から検索し、検索
結果処理部２８に出力する。なお、この構成においては、画像処理部２０９は、データフ
ァイル保存処理部２２３に、処理形態情報を出力する（図２参照）。また、データファイ
ル保存処理部２２３は、画像処理部２０９から出力されたデータファイルに、分類情報生
成部２２からの分類情報と、ユーザ認識部２４からのユーザ情報と、計時部７からの処理
時刻情報と、上記処理形態情報とを付加し、これらの情報が付加されたデータファイルを
記憶部２０６に保存する（図２参照）。
【００７９】
　さらに、本複合機１に時間検索モードを設けておいても良い。時間検索モードを設けた
ときの構成を図３に示す。この場合、検索条件入力部１１１を、検索ユーザ情報入力部１
７と、体裁情報入力部１５と、処理時刻情報入力部１６（入力部）とを含むように構成す
る。この処理時刻情報入力部１６からの処理時刻情報（条件）は検索部１２６（図３参照
）に入力される。そして、検索部１２６は、この処理時刻情報に合致するデータファイル
を記憶部６から検索し、検索結果を検索結果処理部２８に出力する。
【００８０】
　図５は、この時間検索モードでの処理工程（時間検索工程）を示すフローチャートであ
る。ユーザは、検索ユーザ情報を入力した（Ｓ３１）後、時間検索モードを選択する（Ｓ
３２）。ついで、ユーザは処理時刻情報入力部１６から処理時刻情報を入力する（Ｓ３３
）。この処理時刻情報は、ユーザが記憶している処理日および時間（例えば、一昨日（７
月２８日）の午後）である。また、この処理時刻情報を複数（例えば、一昨日（７月２８
日）の午後と昨日（７月２９日）の午後）入力できるように構成しても良い。この処理時
刻情報は検索部１２６（図３参照）に入力され、検索部１２６にて、該処理時刻情報に合
致するデータファイルが検索される（Ｓ３４）。検索されたデータファイルは、ユーザ所
望の処理原稿の候補データファイルとして、表示部５に表示される（Ｓ３５）。なお、候
補ファイルが複数あれば、これらを時系列に沿って（古いものから）表示する。ここで、
所望の処理原稿（データファイル）があれば、ユーザはこれを選択（タッチ）する（Ｓ３
６）。これにより、当該処理原稿のプリントが行われる（Ｓ３７）。また、所望の処理原
稿がなければ（Ｓ３６）、入力した時間情報に誤りがあったと考えられるため、Ｓ３３に
戻り新たな時間情報を入力する。
【００８１】
　なお、時間検索モードを選択しない場合は、上記した体裁検索の工程を行う（Ｓ１４～
２０）。ただし、Ｓ１８で所望のデータファイルがない場合には、Ｓ３３以降の時間検索
モードに移行しても構わない。
【００８２】
　また、この時間検索モードの構成に、上記した処理形態情報（スキャナ処理、コピー処
理、あるいはプリント処理）による絞込み検索を可能とする構成を組み合わせることも可
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能である。
【００８３】
　また、以上ではスキャナ、コピーおよびプリンタについて説明したが、本発明はファッ
クスにも適用できる。この場合、送信原稿のみならず、受信原稿を検索する場合にも、本
発明を適用できる。また、以上では複合機に本発明を適用した場合について説明している
が、スキャナ、コピー機、プリンタ、あるいはファックスの単体装置にも本願が適用でき
ることはいうまでもない。
【００８４】
　このように、本複合機１によれば、ユーザは、処理原稿に対して有する描画体裁の大ま
かな記憶を入力するだけで、所望する処理原稿のデータファイルをピックアップし、これ
を再利用することができる。したがって、模範文書を作成して、これをもとに処理原稿を
検索する従来の検索システムに比較して、簡易かつ迅速に処理原稿検索を行うことができ
る。
【００８５】
　また、上記体裁データは、各描画体裁要素（文字、罫線、網点／写真）の描画総量であ
るため、画像処理過程で行われる領域分離処理（各画素の属する領域を解析する処理）の
結果を用いて、容易に体裁データを生成することができる。この結果、処理原稿検索によ
る装置への負荷を低減することができる。
【００８６】
　また、上記描画体裁要素を、文字、罫線および網点／写真としているため、テキスト、
表／グラフ、写真／絵図にて構成されることが多い処理原稿を精度良く検索することがで
きる。
【００８７】
　また、分類情報は、上記各描画体裁要素の面積比を所定条件に従って丸めたものである
ため、描画総量の比をそのまま分類情報にする場合に比較して、記憶部６に記憶する容量
を少なくすることができる。また、迅速な検索も可能となる。
【００８８】
　また、各描画体裁要素の面積比に、視覚効果に基づく重み付けを行った分類情報を用い
ることで、ユーザが処理原稿に対して記憶している描画体裁と、各描画体裁要素の描画総
量の比との食い違いを調整することができ、より精度の高い検索を行うことができる。
【００８９】
　また、分類情報生成部２２は、変換テーブルを参照して、ユーザからの体裁情報を分類
情報に変換する。すなわち、変換テーブルを参照するだけで体裁情報を分類情報に変換で
きる。この結果、処理原稿検索時のＣＰＵ・ＤＳＰ等への負担を低減できるとともに、迅
速な検索も可能となる。
【００９０】
　また、体裁条件入力部１５は体裁情報を入力するためのグラフィック表示がなされたタ
ッチパネルであるため、ユーザは、体裁情報（記憶にある処理原稿の体裁）を、視覚的判
断に基づいて入力することができる。これにより検索時のユーザ負担を低減することがで
き、検索の簡易化を実現できる。
【００９１】
　また、複合機１は、検索されたデータファイルを表示する表示部５を備えているため、
ユーザは、検索されたデータファイルが所望のものであるかを表示部５にて確認でき、便
利である。
【００９２】
　また、複合機１においては、表示部５から、所望のデータファイルを選択できるため、
ユーザは各データファイルを確認しながら所望のデータファイルを選択することができ、
便利である。
【００９３】
　また、検索ユーザ情報入力部１７、処理ユーザ情報入力部１９およびユーザ認識部２４
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を備えているため、不正に処理原稿を検索するといったことを防止できるとともに、候補
となるデータファイルを落とすことなく検索結果を絞ることができる。これにより、簡易
かつ迅速な検索が可能となる。
【００９４】
　また、ユーザは、所望原稿の処理形態（コピー、スキャン、プリント）を覚えているこ
とが多いため、処理時刻情報入力部１６を設けることでより簡易かつ迅速な検索が可能と
なる。
【００９５】
　また、検索部２６は、処理時刻に基づいてデータファイルの検索を行うことができるた
め、検索された複数のデータファイルを最近（例えば、１週間以内）処理されたものに絞
るといったことが可能になり、便利である。
【００９６】
　また、時間検索モードを設けると、ユーザが処理原稿の描画体裁をあまり覚えていない
がその処理時刻は覚えているといった場合に、その処理時刻情報に基づいてデータファイ
ルの検索ができ、便利である。また、処理原稿が同じような描画体裁であった場合にも、
任意の処理原稿を容易に検索することができる。
【００９７】
　なお、制御部３（１０３・２０３）の各部の機能は、処理原稿検索プログラムのプログ
ラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソースプログラム）をコンピ
ュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、システムあるいは装置に供給し、そのシス
テムあるいは装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ、ＤＳＰ）が記録媒体に記録さ
れているプログラムコードを読み出し実行することによっても、達成可能である。
【００９８】
　この場合、記録媒体から読み出されたプログラムコード自体が上述した機能を実現する
ことになり、そのプログラムコードを記録した記録媒体は本発明を構成することになる。
【００９９】
　具体的には、制御部３が、記憶部６等のメモリに格納された所定のプログラムを、図示
しないマイクロプロセッサなどが実行することにより実現される。
【０１００】
　上記プログラムコードを供給するための記録媒体は、システムあるいは装置と分離可能
に構成することができる。また、上記記録媒体は、プログラムコードを供給可能であるよ
うに固定的に担持する媒体であってもよい。そして、上記記録媒体は、記録したプログラ
ムコードをコンピュータが直接読み取ることができるようにシステムあるいは装置に装着
されるものであっても、外部記憶装置としてシステムあるいは装置に接続されたプログラ
ム読み取り装置を介して読み取ることができるように装着されるものであってもよい。
【０１０１】
　例えば、上記記録媒体としては、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ
／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む
）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッ
シュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用いることができる。
【０１０２】
　また、上記プログラムコードは、コンピュータが記録媒体から読み出して直接実行でき
るように記録されていてもよいし、記録媒体から主記憶のプログラム記憶領域へ転送され
た後コンピュータが主記憶から読み出して実行できるように記録されていてもよい。
【０１０３】
　さらに、複合機１を通信ネットワークと接続可能に構成し、上記プログラムコードが通
信ネットワークを介して供給されてもよい。そして、通信ネットワークとしては、特に限
定されず、具体的には、インターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、
ＩＳＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual private network）、電話回
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線網、移動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネットワークを構成す
る伝送媒体としては、特に限定されず、具体的には、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線
搬送、ケーブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのよ
うな赤外線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網
、衛星回線、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお、本発明は、上記プロ
グラムコードが電子的な伝送で具現化された搬送波あるいはデータ信号列の形態でも実現
され得る。
【０１０４】
　なお、プログラムコードを記録媒体から読み出して主記憶に格納するためのプログラム
、および、通信ネットワークからプログラムコードをダウンロードするためのプログラム
は、コンピュータによって実行可能にあらかじめシステムあるいは装置に格納されている
ものとする。
【０１０５】
　上記した制御部３の機能は、コンピュータが読み出した上記プログラムコードを実行す
ることによって実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼働しているＯＳなどが実際の処理の一部または全部を行うことによっても実現
される。
【０１０６】
　さらに、上述した機能は、上記記録媒体から読み出された上記プログラムコードが、コ
ンピュータに装着された機能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに
備わるメモリに書込まれた後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボー
ドや機能拡張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行うことによ
っても実現される。
【０１０７】
　なお、本発明は上述した実施の形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で
種々の変更が可能であり、実施の形態に開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られ
る実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１０８】
　本発明の画像処理装置は、プリンタ、コピー機、ファックス、スキャナ、これらの複合
機（マルチファンクションプリンタ）等に広く適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１０９】
【図１】本複合機の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す複合機の一部を他形態にした構成を示すブロック図である。
【図３】図１に示す複合機の一部を他形態にした構成を示すブロック図である。
【図４】（ａ）は、本複合機における処理原稿の保存工程を示すフローチャートである。
（ｂ）は、本複合機における処理原稿の検索工程を示すフローチャートである。
【図５】図４（ｂ）に示す検索工程の変形例を示すフローチャートである。
【図６】（ａ）は、上記保存工程の一部を詳細に示すフローチャートである。（ｂ）は、
上記検索工程の一部を詳細に示すフローチャートである。
【図７】ユーザから入力される体裁情報を分類情報に変換する変換テーブルである。
【図８】（ａ）～（ｃ）は、本複合機における体裁条件入力部の画面構成を示す模式図で
ある。
【図９】（ａ）・（ｂ）は、本複合機における体裁条件入力部の画面構成を示す模式図で
ある。
【図１０】本複合機における体裁条件入力部の他の画面構成を示す模式図である。
【図１１】従来の文書検索方法を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１１０】
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　１　複合機（画像処理装置、画像形成装置）
　２　画像入力部
　３　制御部
　４　ユーザインターフェース
　５　表示部
　６　記憶部
　７　計時部
　１０　コピー処理部
　１２　スキャナ処理部
　１３　プリンタ処理部
　１５　体裁情報入力部（入力部）
　１６　処理時刻情報入力部（入力部）
　１８　処理形態入力部（入力部）
　２４　ユーザ認識部（ユーザ認識手段）
　２１　体裁データ生成部（体裁データ生成手段）
　２２　分類情報生成部（分類情報生成手段）
　２３　データファイル保存処理部（保存手段）
　２６　検索部（検索手段）
　２９　体裁情報変換部（体裁情報変換手段）
　３１・３３　領域分離処理部
　３５　ＰＤＬ解析部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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